


















This paper examined polntS Ofuslng PluralwritlngS fbrinstruCtion ofexpository writlng，Iclassi丘edprecedent practicesinto
twotypes，”typeofusingtwowritings．一and．一typeofusingseveralwritings（morethanthreewritings）一㌧andanalyzedthepractices
丘ompolntS OfmethodofuslngWntlng，relationbetweenwritlngS Selected，guidelineforinstruCtion，timesofthelesson，learn1ng
activities，nOteS forinstruCtionetc．The fbllowingpointsweredrawn，1）Itdependsonthelearningcontents oftheunitwhich
type shouldbeeffective．2）Asfbrtheselectionofwriting，itis necessarytoexamineboth common anddiffbrentpointsof
theme，idea，andwriting struCture．3）Asfortheuseofthewritingselected，themethodofsimultaneoususeisnecessaryfor
’ltype ofusing two writings’lconcerningthe goal ofstudy，and the method ofsequent useis basically effbctive fbr”type of
uslng SeVeralwritlngS’’
Key Words：eXPOSitory writlng，learnlng guidance，pluralwritlngS，Selection ofwritlng，use Ofwritlng






































































































































































































































































































選 定 した教 材
間 の関係












」上 差 差 比 較読 み 7
・比較 項 目に基
づ く文章の 比
・比 較項 目の 設定
・比 較内 容が よくわか るよ
うに　 小 見出 しの活 用　 表




2 活 用 雇 いの 才巴握
・「比較 する」技
能 の習 得
適 異 異 プ学 習 ）。
・グル ープ 学習
の結 果 規 全
休の まとめ。
工夫を指 示。
・1グル ープ につ き、比 較







・列 挙 され た事
共 共 共







・第 2教 材を 読
み 、内容をまと
める。
・同 じ観点 で複 数の 事例
を盤 亀
・表を用 いて 、全 体の 中に
事例 説 明の段 落を位 置づ
けさせ る
2 例を読 み 腋っ 構成 上の位 ・別 教材 を読み ・事例 の説 明そ のもの を
澤 て整理 す る方 置づ け方 を ＋ まとめ る。 丁蜜 に読 み 本 文とつ な









ぐ。文 章全 体の 中で役 割
実 る。 持たせ な が を確認 しなが ら学 習を進
践 ・身 近な伝 統 行
事を八 百字程






・第 1教 材で は教 師 と共 に
精読 、第 2教 材 では学 習





・情 報の処 理 ・
活 用能 ノブ
・論理 の過 程を









を読 み 、ペ ア対
談す る。相手 に
聞きたい 質 問、
相 手か ら追求 ±








論 理の 述べ 方
を読 み取 る力





・ペ ア対 談で 出
てきた間題 に
つ いて の討論
会 （グル ープ 対
グル ープ の対
話）。
の 筆者 に問 う対 話活 動























































































































































































自分なりの発想 つ ち み　 塞者に尋ね の読みを補充す










を補足　 取捨選 fE りかする 補足ための教材



































































6 活用 報整理力、 情
報再構成力、情
報伝達力）
通 通 異 習学習）
・個人の考えに
基づいて教材
を選択し、新聞
記事を書く。
の授業づくりへの示唆は，以下のとおりである。
・順次活用を基本とする。同時活用では，学習が散漫
になりがちとなる。
・教材数が多くなり，文章構造については差異性が強
くなるため，題材，発想については共通性のあるも
のも相当数設定しておく必要がある。
・主教材とその他の教材の学習時間，学習方法に明確
に差異を設け，単元のねらいに即した学習とする。
4　まとめと今後の課題
ここまでく2教材活用型＞とく多教材活用型＞とに分け
て先行実践を検討し，各々の特徴を示した。最後に，今
後の課題とともにそれらをまとめておきたい。
（1）単元の目標と活用型との関係について
表3は単元の目標による活用型の特徴を示したもので
ある。これによると，＜2教材活用型＞の場合は，主に
認識方法を習得させたり筆者のものの見方，考え方をつ
かませたりすることをめざして，また＜多教材活用型＞
は，主に自己の発想の獲得をめざして実践されているこ
とがわかる。情報活用力については，多くの教材からの
情報を処理・活用することになるため，＜多教材活用型＞に
おいてより意識されていることがうかがえる。
衷3．単元の目標による活用型の特徴
35
目標の具体的内容 2教材活用型 多教材活用型
認識方法の習得 AI　A2
筆者のものの見
方、考え方の把握 AI　A2　A3 Bl
自己の発想の獲得 Bl
情報活用力 A3 BI　B2
したがって，指導の際には，まず当該単元で認識方法
の習得や，筆者のものの見方，考え方の把握を主にめざ
すのか，自己の発想の獲得を中心的にめざすのかによっ
て，取り扱う教材数を2教材にするか，3教材以上にす
るか決定することが必要である。
（2）教材選定の観点について
教材選定に当たっては，題材，発想，文章構造を
観点として設定し，各観点における共通性，差異性
のありようがどのようであるかを検討する。
＜2教材活用型＞の場合は，比較作業が行いやすいた
め，三っの観点のうち一つを違える（共通，または差異
にする）ことで，授業を構成しやすくなる。
＜多教材活用型＞は，教材数が多くなり，文章構造に
36 学校教育学研究，2008，第20巻
ついては差異性が強くなるため，題材，発想については
共通なものを相当数設定しておくことが必要である。
（3）教材の活用方法について
選定した教材の活用方法としては，同時活用と順次活
用とに分けて考える。
＜2教材活用型＞の場合は，当該授業でつけたい力
（単元の目標）の設定の仕方によって，同時活用と順次
活用を使い分けることが望ましい。特に同時活用を採用
する場合には，題材，発想，文章構造の3観点のうち一
つ（とりわけ題材）を共通にしておき，後は差異にする
など観点を絞って限定的に比較できるようにする。逆に
特定の認識方法，スキーマの形成・活用をめざす場合に
は，題材，発想，文章構造が類似した教材を順次活用と
して用い，共通点を発見　意識させながら，読みの方略
的に自覚的な学習を繰り返し行うことが考えられる。
＜多教材活用型＞では，同時活用の方式をとると学習
が散漫になりがちであるため，順次活用を基本とする。
さらに，順次活用であれ同時活用であれ，基本となる
主教材の読み（学習）を中心にして他の教材の扱い方と
差異を設け，単元のねらいに合致するよう配慮する。
また，発達段階的には，概ね小学校段階では＜2教材
活用型＞で順次活用による比較の観点を限定した活用を
基本とするようにする。その後は学習者の状況に応じて
同時活用の導入を適宜図っていく。
（4）今後の課題
本研究では，検討した実践の数が計5事例と少なかっ
た。典型例と見なすこともできるが，今回兄いだされた
複数教材を活用するための授業づくりの視点を基本的な
枠組みとし，より多くの事例数の検討を付加していくこ
とで，提示した視点，枠組みの補強，改善を図り，実践
により機能するものとしていくことが今後の課題である。
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た新聞づくり－」小田迫夫・渡辺邦彦・伊崎一夫編著『二十
一世紀に生きる説明文学習　情報を読み，活かす力を育む』
東京書籍，pp．166－172
9）倉澤栄吉は，『作文教育における評価』（第一法規，1970，
ここでは倉澤栄吉国語教育全集5，1988によった）において，
「イメージ＝想」であるとし，「想とは，原経験から遮断され
ていてしかも原経験とつなぐ媒介になる不安定で，力強い場
である。（p．504）」と述べている。河野（1996）は「筆者の
想を読むことは，筆者の発想の読み取りを起点とすることに
よって，より可能になる」とし，「書き手がどのような観点
から物事を見っめ，考え，そしてそのことをどのような論展
開，述べ方によって表現しようとしているかを捉えることに
よってこそ，読み手は，今まで自分の中にはなかった筆者の
見九考え方を発見することができる」と述べている（p，25）。
10）渡辺邦彦（1996）「重ね読みが子どもを主体的にさせる」
小田迫夫・渡辺邦彦・伊崎一夫編著『二十一世紀に生きる説
明文学習　情報を読み，活かす力を育む』東京書籍，p．151
では「同時活用」「順次活用」と言わず，「同時提示」「時間
差提示」と呼んでいる。
11）吉田礼子（1996）「雪国の人々の知恵と工夫を調べよう一
『二教材の重ね読み』から『絵本作り』へ－」小田辿夫・渡
辺邦彦・伊崎一夫編著『二十一世紀に生きる説明文学習　情
報を読み，活かす力を育む』東京書籍，pp．140－150では，2
教材の重ね読みの実践に当たって，当初同時提示か，時間差
提示か迷ったが，一つの教材を主教材に据え，ある程度理解
を深めてから次の教材を提示することで文章の異同が明確に
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